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11
月
１
日
、
２
日
に
第
33
回
滋

賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁

部
門
が
本
校
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

結
果
は
男
子
個
人
で
佐
藤
颯
海

君
（
１
―
８
）
が
１
位
、
吉
川
拓

穂
君
（
１
―
４
）
が
２
位
、
國
島

聡
史
（
２
―
４
）
が
３
位
、
ま
た

ベ
ス
ト
８
を
本
校
囲
碁
部
が
独
占

す
る
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
。

女
子
個
人
で
も
澤
居
知
歩
さ
ん

（
２
―
６
）
が
２
位
、
村
林
侑
さ

ん
（
２
―
２
）
が
３
位
の
好
成
績

を
収
め
た
。

ま
た
男
子
団
体
（
佐
藤
・
國
島
・

吉
川
）
と
女
子
団
体
（
澤
居
・
村

林
・
坂
本
）
が
共
に
今
回
で
４
年

連
続
と
な
る
優
勝
と
い
う
結
果
を

残
し
た
。

11
月
２
日
に
第
33
回
日
本
音
楽

部
門
発
表
会
が
近
江
八
幡
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
筝
曲

部
は
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞

を
受
賞
し
、
来
年
に
長
崎
県
で
開

催
さ
れ
る
長
崎
そ
う
ぶ
ん
に
出
場

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

部
長
の
二
宮
佳
奈
さ
ん
（
２
―

１
）
に
今
大
会
の
感
想
を
聞
く
と

「
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
『
箏
四
重
奏

曲
』
を
演
奏
し
た
。
本
番
は
み
ん

な
が
あ
ま
り
緊
張
し
な
く
て
、
個

人
的
に
は
十
分
な
演
奏
が
で
き
た
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

ま
た
全
国
大
会
に
向
け
て
の
感

想
を
聞
く
と
「
と
に
か
く
う
れ
し

い
。
先
生
方
や
先
輩
方
、
そ
し
て

後
輩
の
み
ん
な
に
と
て
も
助
け
て

も
ら
っ
た
お
か
げ
だ
と
感
じ
る
」

と
振
り
返
っ
た
。

最
後
に
全
国
大
会
へ
向
け
て
の

課
題
を
尋
ね
る
と
「
来
年
の
全
国

大
会
に
は
現
在
の
１
年
生
も
み
ん

な
出
場
す
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず

後
輩
の
指
導
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
箏
の
演
奏
の
技
術
面
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舞
台
で
の
箏

の
配
置
や
調
弦
の
配
置
、
舞
台
上

の
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
の
部
分
も

全
国
の
強
豪
校
に
劣
ら
な
い
よ
う

に
改
善
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
た
。
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▲真剣な表情で対局する佐藤君

11
月
１
日
に
滋
賀
県
庁

で
児
童
生
徒
芸
術
文
化
賞

の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
本

校
新
聞
部
が
今
年
で
４
年

連
続
と
な
る
受
賞
を
果
た

し
た
。
こ
の
賞
は
全
国
規

模
の
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
団

体
及
び
個
人
に
対
し
て
与
え
ら
れ

る
。受

賞
式
に
参
加
し
た
編
集
長
の

南
部
久
翔
君
（
２
―
６
）
は
「
こ

の
よ
う
な
賞
を
頂
き
光
栄
に
思
う
。

自
分
が
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ

技
術
を
こ
れ
か
ら
は
後
輩
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
高
田
美

希
さ
ん
（
１
―
２
）
は
「
こ
れ
か

ら
は
先
輩
方
か
ら
技
術
を
し
っ
か

り
と
引
き
継
ぎ
、
自
分
た
ち
の
代

で
も
生
徒
が
読
み
た
く
な
る
よ
う

な
新
聞
を
発
行
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
て
く
れ
た
。

▲表彰状を受け取る南部君（中央・右は

高田さん）


